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ドm春の全国キャラバン行動

勧
告
を
履
行
さ
せ
る
。
真
相
の
究
明
と

責
任
者
処
罰
。
そ
の
具
体
的
な
運
動
と

し
て
附
「
慰
安
婦
」
問
題
に
関
連
す
る

戦
争
犯
罪
者
の
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
同
同
戦

犯
記
者
の
入
国
禁
止
券
各
国
に
呼
び
か

け
る
判
国
際
刑
事
裁
判
所
を
設
立
伺
二

0
0
0年
に
日
本
で
「
日
本
軍
性
奴
隷

に
関
す
る
女
性
国
際
戦
犯
底
廷
」
を
開

廷
す
る
同
こ
の
運
動
の
た
め
の
強
力
な

ネ
ッ
タ
ワ
ー
ク
を
作
る
、
な
ど
。

池
さ
ん
は
「
韓
国
挺
対
協
の
運
動

は
、
い
ま
二
回
目
の
大
き
な
転
機
を
迎

え
て
い
る
」
と
言
う
。
一
回
目
は
ク
マ

ラ
ス
ワ
ミ
報
告
で
、
慰
安
所
の
設
置
が

国
際
法
違
反
で
あ
っ
た
こ
と
が
認
め
ら

れ
た
時
。

二
回
目
は
八
年
の
連
覇
を
通

し
て
韓
国
政
府
の
立
場
を
変
え
さ
せ
る

こ
と
に
成
功
し
た
現
在
。

「
経
済
状
態
が
良
く
な
い
中
で
金
大

中
政
権
は
台
間
に
続
い
て
、
日
本
政
府

が
国
家
補
償
を
す
る
ま
で
韓
国
の
被
害

者
に
生
活
支
援
砂
支
給
す
る
こ
と
を
明

日
、
正
式
に
決
定
す
る
。
こ
れ
は
国
民

基
金
で
解
決
し
ょ
っ
と
し
た
日
本
政
府

の
立
場
を
全
面
的
に
否
定
し
た
も
の

で
、
私
た
ち
は
国
家
賠
償
を
求
め
る
本

格
的
な
段
階
に
入
っ
た
」
と
強
調
。

「
韓
国
の
被
害
者
七
人
が
国
民
基
金

を
受
け
取
っ
て
い
る
よ
う
で
す
が
」
の

記
者
側
か
ら
の
質
問
に
、
「
被
害
者
に

は
政
府
と
市
民
基
金
で
国
民
萎
金
よ
り

多
い
三
百
六
十
万
円
を
支
給
す
る
予

定
。
彼
女
た
ち
に
国
民
基
金
の
金
は
返

す
よ
う
勧
め
る
つ
も
り
。
彼
女
た
ち
も

問
題
の
あ
る
国
民
基
金
よ
り
韓
国
政
府

か
ら
出
る
金
の
方
が
い
い
と
思
う
か

ら
」
と
。

e~ tiutio 

に
乗
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
「
意
味
あ
る

修
正
に
向
け
て
努
力
す
こ
と
を
確
約
し

た
い
」
。
一
方
野
党
の
谷
田
部
理
(
新
社

会
)
さ
ん
は
、
「
資
本
の
窓
の
ま
ま
に

働
か
せ
よ
う
と
い
う
こ
の
法
案
を
修
正

で
は
な
く
、
廃
案
に
持
ち
込
も
う
」
と

呼
び
か
け
た
。

キ
ャ
ラ
バ
ン
、
職
場
か
ら
の
報
告
の

者
の
権
利
歩
〔
プ
Q
闘
い
と
し
て
、
改
悪
会
で
趣
旨
説
明
が
あ
り
、
二
十
四
日
、
後
参
加
者
は
、
労
基
法
改
悪
法
案
を
廃

阻
止
一
点
に
絞
り
、
取
り
組
ん
で
い
こ

'
実
質
審
議
入
り
す
る
と
と
が
決
定
し
笑
に
し
、
時
間
外
労
働
の
罰
則
付
き
の

う
。
今
年
を
労
働
基
準
法
改
悪
の
年
に
た
。
労
働
委
員
会
の
模
様
を
伝
え
た
浜
男
女
共
通
規
制
、
労
働
者
派
遣
法
改
悪

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
挨
拶
。
田
さ
ん
は
(
前
出
)
「
変
形
労
働
、
裁
量
反
対
、
均
等
待
遇
秒
明
記
し
た
実
効
あ

同
改
正
案
は
、
二
月
十
日
、
閣
議
決
労
働
、
深
夜

・
時
間
外
労
働
な
ど
、
一
る
パ

l
ト
法
を
勝
ち
取
ろ
う
な
ど
の
内

定
し
た
あ
と
"
ツ
ル
シ
u

の
状
態
だ
っ
つ
の
こ
と
に
二
日
を
か
け
て
問
題
を
え
容
の
集
会
ア
ピ
ー
ル
を
探
択
、
国
会
ま

た
が
、
二
十
二
日
八
時
四
十
分
、
委
員
ぐ
り
出
す
確
認
を
し
た
」
、
同
案
は
狙
上
で
デ
モ
行
進
し
た
。

二
十
一
日
夜
、
霞
が
関
の
弁
護
上
会

館
・
ク
レ
オ
で
、
「
慰
安
婦
」
問
題
の

禰
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附
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フ
ォ
ー
ラ
ム
が
開
か
れ
、
韓
国
、
台

関
郎
総
湯
気
一

γ通湊
一

一

川

何

人

内

湖

泌

py
w議総
巡

筒

、

フ

ィ

リ

ピ

ン

の

国

会

議

員

と

支

援

s
s
s露
関

S
3
S
S隠震
団

体

、

日

本

か

ら

超

党

派

の

国

会

議

に

よ

っ

て

、

国

際

法

律

協

会

の

報

告

員

、

法

律

家

ら

が

出

席

し

た

。

書

、

国

連

人

権

委

員

会

の

ク

マ

ラ

ス

ワ

土

屋

会

長

は

つ

慰

安

婦

u

問
題
を
お

ミ
報
告
、

I
L
O専
門

委

員

会

の

報

告

ろ

そ

か

に

し

て

い

く

こ

と

は

、

日

本

に

書

な

ど

を

通

し

て

世

論

歩

喚

起

し

、

日

と

っ

て

大

き

な

損

失

で

あ

る

こ

と

を

政

本

軍

「

慰

安

婦

」

問

題

は

戦

争

犯

罪

で

る

府

は

気

付

い

て

い

な

い

」

と

言

い

、

解

あ

り

、

法

的

賠

償

し

な

く

て

は

な

ら

な

市

決

の

た

め

霊

祭

急

務

で

あ

る

、

と

い

と

い

う

国

際

的

基

準

を

確

立

す

る

の

耐

震

。

に
寄
与
し
作
h

⑤

女

性

の

た

め

の

ア

ジ

ア

求

続

い

て

、

三

月

1
四
月
に
か
け
て
行

平

和

国

民

基

金

(

国

民

基

金

)

反

対

運

比

わ

れ

た

国

連

の

人

権

委

員

会

に

出

席

し

動

を

強

力

に

押

し

進

め

て

き

た

、

と

ま

を

た

前

田

朗

さ

ん

(

東

京

造

形

大

助

教

法

i

と

め

た

。

立

授

)

、

田

中

甲

衆

院

議

官

(

秘

書

が

代

理

こ

hpし
た

成

果

砂

踏

ま

え

、

今

後

の

ば

で

)

の

、

ク

マ

一

フ

ス

ウ

ミ

報

告

を

め

ぐ

運

動

目

標

を

間

企

画

委

員

長

の

池

銀

姫

同

る

報

告

が

行

わ

れ

た

1

(

チ

ウ

ニ

)

さ

ん

が

紹

介

。

も

日

本

の

マ

ス

コ

ミ

で

、

今

回

の

ク

マ

力

日
本
政
府
に
対
し
、
国
連

・
人

権

委

国

-

フ

ス

ワ

ミ

報

告

は

国

民

基

金

を

評

価

員
会
の
ク
マ
ラ
ス
ヲ
ミ
特
別
報
告
書
の

"
各
し
、
補
償
や
処
罰
に
一言
及
せ
ず
、
前
回

け
る
善
意
の
あ
っ
せ
ん
は
あ
る
と
思
う

が
、
自
民
党
の
政
治
家
に
と
っ
て
、
そ

れ
は
有
料
と
い
う
こ
と
が
は
っ
き
り
し

た
」
と
言
い、

「(
寄
付
な
ど
)
公
務
員

は
五
千
円
以
上
、
本
省
に
報
告
な
き
場

合
は
懲
罰
と
し
な
が
ら
、
政
治
家
は
政

治
資
金
規
正
法
を
通
せ
ば
、
無
制
限
。

一
級
市
民
と
五
級
市
民
を
作
る
、
向
て

ひ
ど
い
差
別
と
思
う
。
野
郎
ど
も
の
政

治
歩
終
わ
り
に
し
、
女
性
の
皆
さ
ん
に

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
し
た
い
と
私
は
思
っ
て

い
る
」
と
発
言
し
た
。

市
民
政
治
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
衆
参
の

全
国
会
議
員
七
百
五
十
人
に
「
政
治
倫

理
」
に
関
す
る
緊
急
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
。
回
答
し
た
の
は
わ
ず
か
八
十
人
。

「
大
半
が
政
治
不
信
解
消
の
た
め
伺
ら

か
の
立
法
措
置
が
必
要
と
回
答
し
た

が
、
政
党
助
成
法
で
大
金
を
貰
っ
て
い

る
大
政
党
か
ら
の
回
答
が
少
な
か
っ

た
」
と
報
告
し
た
。

(
侃
年
)
よ
り
後
退
し
た
も
の
だ
、
と
離
婚
で
さ
わ
が

い
う
報
道
が
い
く
つ
か
あ
っ
た
が
、

二

れ
て
い
る
郷
ひ
ろ

人
は
「
正
し
い
解
釈
で
は
な
い
」
と
。

み
の
本
が
、
初
版

田
中
議
員
は
直
接
ク
マ
一
フ
ス
ワ
ミ
さ
ん
五
十
万
部
と
か
百

と
直
接
会
談
し
た
。
彼

女

は

「

自

分

の

万

部

売

れ

た

と

か

基
本
的
な
立
場
は
二
年

前

の

報

告

書

と

言

わ

れ

て

い

る

。

変
っ
て
な
い
」
と
明
言
し
た
と
言
う
。

タ
レ
ン
ト
の
結
婚

同
委
員
会
で
韓
国
、
中
園
、
朝
鮮
民
や
離
婚
に
興
味
の

主
主
義
人
民
共
和
国
が
政
府
発
言
し
一
な
い
私
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
数

た
。
韓
国
政
府
の
発
言
は
韓
国
・
挺
対
一
で
び
っ
く
り
す
る
ば
か
り
だ
V

協
の
主
張
と
同
様
の
も
の
で
、
池
さ
ん
一
手
元
に
横
浜
の
古
本
置
、
一
一
仰

が
「
八
年
の
運
動
の
末
、
政
府
と
市
民
一
堂
の
石
田
友
三
さ
ん
が
出
し
て

運
動
と
同
じ
方
向
に
進
む
土
壌
が
出
来
一
い
る
ご
石
通
信
」
の
最
終
号

た
」
と
一言
っ
た
こ
と
が
早
く
も
証
明
さ
一
が
あ
る
。
横
浜
と
い
っ
て
も
、

れ
た
よ
う
だ
。

一
市
の
一
番
は
ず
れ
、
砂
場
末
u

各
国
か
ら
の
報
告
で
は
、
韓
国
の
李
一
の
古
本
屋
さ
ん
で
あ
る
。
売
れ

美
郷
議
員
が
、

「今
日
、
正
式
に
被
害
一
る
の
は
マ
ン
ガ
と
雑
誌
、
文
庫

者
へ
の
生
活
支
援
金
が
決
定
し
た
。
台

一
本
。

「
書
籍
が

一
冊
も
売
れ
な

構
は
昨
年
始
め
て
お
り
、
本
日
歩
も
っ
一
い
日
が
あ
る
」
と
噴
き
な
が
ら

て
国
民
基
金
は
ア
ジ
ア
で
基
金
を
出
す
一

E
の
奥
の
ほ
う
に
は
、
こ
れ

理
由
を
失
っ
た
。
解
散
す
べ
き
」
。

一
ほ
、
と
い
う
本
を
な
ら
べ
、
赤

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
ボ
ニ
フ
ァ
シ
オ
・
ギ
一
字
を
噴
き
な
が
ら
手
作
り
の
小

レ
ゴ
下
院
議
員
は
「
被
害
者
の
貧
し
さ
一
さ
な
通
信
歩
出
し
て
い
た
。
「
志

に
つ
け
込
み
、
被
害
者
や
支
援
者
同
志
一
あ
る
」
町
の
古
本
屋
さ
ん
だ
つ

が
国
民
基
金
が
金
を
受
け
取
ら
什
ャ
ょ
う
一
た
V
と
の
台
本
屋
が
四
月
で
由

と
強
力
に
働
き
か
け
た
こ
と
に
よ
り
、
一
じ
ま
い
に
な
る
。
古
本
麗
は
、

分
断
さ
せ
ら
れ
た
が
、
い
ま
被
筈
者
は
一
自
分
の
屈
で
は
売
れ
な
く
て
も

お
金
の
問
題
で
な
く
、
正
義
の
問
題
で
一
い
い
。
値
打
ち
の
あ
る
本
を
仕

あ
る
こ
と
を
確
認
し
始
め
た
」
と
言
う
。
一
入
れ
る
と
古
本
市
に
出
し
売

結
論
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
言
わ
れ
て
一
る
、
な
ど
と
雪
?
っ
商
売
の
や
り

き
た
こ
と
だ
が
真
相
究
明
、
公
式
謝
罪
一
方
を
聞
い
た
の
が
十
年
前
だ
っ

・
賠
償
を
。
日
本
政
府
の
態
度
い
か
ん
一
た
。
い
ま
、
市
で
も
本
が
動
か

で
は
ア
ジ
ア
が
分
裂
す
る
。
二
十
世
紀
一
な
く
な
っ
た
、
と
い
う
の
だ
V

に
起
き
た
こ
と
は
後
世
に
残
さ
ず
二
十

一
居
じ
ま
い
す
る
に
も
、
持
っ
て

世
紀
の
内
に
解
決
す
べ
き
。
そ
の
解
決
一
い
る
本
の
始
末
が
大
変
だ
。「市

の
た
め
の
立
法
措
置
を
せ
よ
、
と
い
う
一
に
出
し
て
も
、
例
え
ば
岩
波
の

こ
と
だ
。

講
座
・
日
本
歴
史
が
金
二
十
六

冊
揃
っ
て
=一
百
円
。
こ
れ
で
は

運
搬
費
も
出
な
い
。
か
と
い
っ

て
こ
ん
な
い
い
本
を
ゴ
ミ
に
す

る
わ
け
に
も
い
か
な
い
し
:
」。

ゴ
ミ
に
す
る
の
も
大
変
だ
。「書

籍
や
雑
誌
は
古
紙
業
者
も
持
っ

て
い
か
な
い
。
捨
て
れ
ば
事
業

ゴ
ミ
と
い
う
こ
と
で
、
金
券

ε

ら
れ
る
」
V
ま
だ
ま
だ
読
む
価

値
の
あ
る
本
が
、
た
だ
捨
て
ら

れ
る
。
本
の
好
き
な
人
間
に
は

た
え
ら
れ
な
い
む
な
し
さ
だ
。

「
と
に
か
く
日
本
人
が
本
主
読

ま
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。
社
会

科
学
は
全
滅
。
し
か
し
、
日
本

は
乙
れ
で
大
丈
夫
で
す
か
ね
」

V
全
く
、
と
あ
い
づ
ち
を
う
ち

な
が
ら
考
え
た
。
大
量
部
数
の

タ
レ
ン
ト
木
。
何
年
か
た
つ
と

み
ん
な
ゴ
ミ
に
な
っ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
畳
を
考
え

た
だ
け
で
も
恐
ろ
し
い
。

中
央
集
会
に
四
千
人
結
集

廃
案
ヘ
、

さ
ら
に
議
論
尽
く
せ

裁
量
労
働
、
変
形
労
働
時
間
の
枠
拡

大
な
ど
の
内
容
を
盛
り
込
ん
だ
労
働
基

準
法
の
一
部
改
正
案
の
審
議
が
、
始
ま

る
。
働
く
者
の
現
場
の
声
を
無
視
し
た

企
業
寄
り
の
改
正
笑
だ
と
、
閣
議
決
定

後
か
ら
、
労
働
組
合
や
市
民
グ
ル
ー
プ

が
η

改
悪
反
対
“
の
声
を
上
げ
、
さ
ま

ざ
ま
な
運
動
を
展
開
し
て
い
る
。
「
変

え
よ
う
均
等
法
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
「
女
性

の
ワ
ー
キ
ン
グ
ラ
イ
フ
伊
考
え
る
パ
ー

ト
研
究
会
」
「
派
遣
労
働
者
ネ
ッ
ト
ヲ
l

ク
」
「
有
期
雇
用
労
働
者
権
利
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
」
の
四
ネ
ッ
ト
の
呼
び
か
け
で
「
労

働
基
準
法
改
悪
N
o
r

犯
容
の
全
国

キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
」
が
、
三
月
三
十
一

日
に
沖
縄

・
那
覇
、
四
月
二
日
北
海
道

・
札
幌
か
ら
ス
タ
ー
ト
。
二
十
二
日
、

東
京
で
合
流
し
た
。

同
日
、
日
比
谷
野
外
音
楽
堂
で
開
い

た
「
労
働
基
準
法
改
悪
N
O
Y
4
・

n

中
央
集
会
」
に
は
、
約
四
千
人
の
参
加

者
が
集
ま
り
、
改
悪
案
廃
案
に
む
け
て

の
連
帯
を
訴
え
、
集
会
に
先
立
ち
行
わ

れ
た
中
央
行
動
で
も
、
労
働
省
前
の
宣

伝
行
動
、
国
家
識
面
集
会
や
議
員
要
請

で
、
終
日
、
"
労
基
法
改
悪
N
o
r.“

を
訴
え
た
。

夏
を
思
わ
せ
る
日
ざ
し
の
中
、
昼
休

み
を
ね
ら
っ
た
労
働
省
前
の
宣
伝
行
動

日本政府はなぜやらないの

参院韓員会館 で行われた記 者 会 見

二
十
日
、
東
京
ウ
ィ
メ
ン
ズ
プ
ラ
ザ

で
行
わ
れ
た
「
ア
ジ
ア
連
帯
会
議
」
報

告
集
会
に
先
立
ち
、
韓
国
挺
身
隊
問
題

対
策
協
議
会
(
挺
対
協
)
に
よ
る
記
者

会
見
が
行
わ
れ
た
。

連
帯
会
議
は
「
今
こ
そ
日
本
政
府
の

賠
償
で
解
決
を
/
」
堂
ア
l
マ
に
、
韓

国
、
日
本
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
台
関
、
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
述
べ
二

百
名
が
参
加
。
過
去
数
年
間
に
わ
た
り

各
国
で
展
開
し
て
き
た
運
動
の
成
果
を

整
理
し
、
さ
ら
に
被
害
各
国
が
連
帯
を

強
め
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
の
運
動
で
臼

本
政
府
に
公
式
謝
罪
と
賠
償
伊
求
め
て

い
く
、
そ
の
第
一
歩
に
し
よ
う
と
い
う

，

も
の
。

副
刑
罰
司
配
転
副
劃
都
内
一

こ
れ
ま
で
の
運
覇
の
成
果
を
挺
対
協

)
た
め
の
集
会
が
二
つ
続
け
て
催

?

共
同
代
表
の
金
允
王
(
キ
ム
ユ
ノ
ク
)

-
れ
た
。
一
つ
は
、
韓
国
の
ソ
ウ

一

さ
ん
は
、
①
被
害
者
の
話
が
聞
き
、
日

一
で
十
五
日
か
ら
三
日
間
聞
か
れ

一

本
軍
「
慰
安
婦
」
制
度
の
歴
史
的
事
実

」
「
第
5
回
ア
ジ
ア
連
帯
会
議
」

一

を
明
ら
か
に
し
た
②
被
害
者
に
物
質

)
報
告
集
会
。
も
う
一
つ
は
プ
慰
一
的
、
精
神
的
支
援
し
、
彼
女
た
ち
の
誇

一
伊
問
題
の
早
期
解
決
を
ま
一
星
取
り
も
ど
し
た
⑤
韓
国
は
ア
メ
リ

重
察
フ
ォ
ー
ラ
ム
一
ゼ
。
ん
ヵ
に
続
き
、
戦
犯
の
入
国
禁
止
措
置
を

f
t
t
1
i
t
t
t
t
t
4
1
2

政
府
に
決
定
さ
せ
た
④
由
際
連
帯
運
動

止
三

眠
と
い
事
う
つ
聖
域
に
旅
マ
つ
た
死
川

=4応ト川「内、、
一

川

子

者
の
尊
厳
堂Lよιち
り
品
優
先
警
さ
れ
安
た
と
川
巴
一
ニ
一
散
整

一

い
う
事
実
で
あ
り
、
乙
れ
に
対
川
一
一

別

一

川

あ

す
る
フ
ラ
ン
ス
人
の
反
応
だ

0
4
2

「
こ
の
子
を
父
な
し
子
に
す
る
川
一
一
く
一

川

旗

ん
で
す
か
グ
」
と
、
テ
レ
ビ
で
川
ニ

沢

一

川

降

派
手
な
演
技
を
見
せ
る
母
親
の
川
一
一
じ
一

姿
に
、
遺
産
目
当
て
と
い
う
事
川
一
一
色

一

実
が
だ
ぶ
り
、
「
同
じ
女
と
し
川
一
一
一
と
一

て
恥
し
い
。
鑑
定
な
ん
て
す
べ
川
一
一

シ
乙

き
じ
ゃ
な
い
」
と
い
う
同
性
の
川
一
一
者
一

声
に
対
し
、
「
モ
ン
タ
ン
は
潔
川
一
吋
抗
一

く
な
か
っ
た
。
鑑
定
は
当
然
」
川
一
一

丸

一

と
い
う
男
性
の
声
が
意
外
に
多
川
一
一

J
一

い
の
は
興
味
漂
い
。
川
一
一
ス
山
一

現
在
フ
ラ
ン
ス
で
も
、
本
人
川
一
一

一
一

や
遺
族
の
意
志
で
火
葬
が
可
能
川
一
一
江
一

で
あ
る
。
永
眠
を
妨
げ
ら
れ
な
川
一
一

二
V

い
よ
う
こ
、
火
葬
喜
望
す
る
叫
亙

川
一
司

「
1

一

で
は
、
ピ
一
フ
ま
き
と
同
時
に
、
各
地
の

キ
ャ
一
フ
パ
ン
の
取
り
組
み
が
報
告
。
「
千

八
百
人
の
デ
モ
で
盛
り
上
が
っ
た
」
(
京

都
)
、
「
法
律
が
成
立
も
し
て
い
な
い
の

に
、
す
で
に
大
手
企
業
の
工
場
で
有
期

雇
用
の
三
年
契
約
が
行
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
実
態
を
労
働
省
は
知
ら
な

い
」
(
大
分
)
、
労
働
基
準
監
督
署
と
の
交

渉
で
「
署
長
か
ら
、
企
業
が
事
業
を
展

開
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
法
揮
だ
か

ら
、
労
働
者
の
声
は
い
ら
な
い
」
(
徳

島
)
と
言
わ
れ
た
と
等
々
。
続
く
、
衆

議
院
議
面
所
前
で
も
、
各
地
か
ら
の
ア

ピ
ー
ル
と
n
労
基
法
改
悪
N
or-
“
の

シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
繰
り
返
し
、
衆

議
院
労
働
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る

浜
田
健
一
(
社
民
)
さ
ん
に
、
連
帯
と

激
励
の
エ

l
ル
を
送
っ
た
。

夕
刻
、
日
比
谷
野
音
に
続
々
と
組
合

旗
が
集
ま
る
。
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
ピ
ン
ク

の
地
に

H
N
O
F-u
と
黒
く
大
き
く
染

め
抜
い
た
プ
ラ
カ
ー
ド
を
手
に
、
各
職

場
か
ら
参
加
者
が
か
け
つ
け
る
。
集
会

が
始
ま
る
前
か
ら
、
あ
ち
こ
ち
で

n
N

o
r-u
の
声
が
上
が
る
。

集
会
の
開
会
に
当
た
り
、
挨
拶
し
た

宮
里
邦
男
(
有
期
雇
用
ネ
ッ
ト
共
同
代

表
)
さ
ん
は
「
同
案
は
、
八
時
間
労
働

の
基
本
を
危
機
に
陥
れ
る
も
の
。
働
く

全国婦人新聞社発行所

そ
の
昔
、
私
は
幽
霊
や
お
化

け
砂
と
て
も
恐
が
る
子
だ
っ
た

(
い
ま
で
も
恐
い
が
:
:
・
)
。

だ
が
、
夜
中
に
棺
の
蓋
が
ギ

l
ッ
と
聞
い
て
、
解
け
か
け
た

包
帯
か
ら
血
歩
滴
ら
せ
た
死
人

や
骸
骨
が
墓
地
を
歩
き
回
る
、

と
い
う
西
洋
の
お
化
け
に
は
、

ど
こ
か
迫
力
に
欠
け
る
思
い
が

あ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
火

葬
が
当
然
の
日
本
人
に
は
、
肉

体
の
伴
っ
た
お
化
け
は
ど
こ
か

ピ
ン
と
こ
な
い
も
の
が
あ
る
の

か
も
知
れ
な
い
。

フ
ラ
ン
ス
に
住
ん
で
こ
ち
ら

の
お
墓
を
見
て
か
ら
、
私
は
初

め
て
こ
の
手
の
お
化
け
の
恐
さ

が
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
っ

責任を明確に、公式謝罪と補償

20世紀の問題は20世紀に解決

日
を
止
め
た
墓
石
が
、
お
年
寄

り
の
夫
婦
の
も
の
で
あ
っ
た
り

す
る
と
、
花
々
に
囲
ま
れ
て
二

人
が
仲
睦
ま
じ
く
寄
り
添
っ
て

眠
っ
て
い
る
様
で
、
微
笑
ま
し

く
す
ら
感
じ
ら
れ
る
。
逆
に
、

小
さ
く
て
短
い
命
だ
っ
た
子
ど

も
の
墓
石
を
見
つ
け
て
し
ま
う

っ
て
屈
辱
的
な
も
の
は
あ
る
ま

い
。
そ
の
非
人
間
的
な
行
為

が
、
科
学
的
実
証
を
す
る
た
め

に
法
の
名
の
下
に
、
先
月
こ
の

国
で
実
行
さ
れ
た
。
日
本
で
も

話
題
に
な
っ
て
い
る
と
思
う
が

否
。
急
逝
か
ら
六
年
後
の
去
年

の
十
一
月
、
パ
リ
控
訴
院
は
彼

女
ら
の
要
求
ど
お
り
、
遺
体
を

D
N
A鑑
定
に
付
す
こ
と
を
決

定
し
た
。

結
果
は
来
月
に
出
る
ら
し
い

@ 

た
。
こ
こ
に
、
時
代
を
超
え
た

何
十
と
い
う
棺
が
埋
ま
っ
て
い

る
と
思
う
と
、

「
お
も
む
ろ
に

養
が
開
い
て
:
・
・
」
と
い
う
物

語
が
現
実
を
帯
び
て
来
る
。

る
。
生
前
の
身
長
を
思
わ
せ
る

こ
の
墓
石
の
前
に
マ
っ
と
、
故

人
が
穏
や
か
な
表
情
で
目
を
つ

む
り
、
手
を
胸
の
上
で
組
み
、

静
か
に
「
眠
っ
て
い
る
」
イ
メ

イ
ヴ
モ
ン
タ
ン

故人の生きていた年 まで
わかるフランスの聖書

の
墓
暴
か
れ
る

. 

恐
い
話
は
さ
て
お
き
、
私
は

西
洋
の
墓
地
を
見
て
か
ら
、「ど

う
ぞ
安
ら
か
に
お
眠
り
下
さ

い
」
と
い
う
、
亡
き
人
へ
手
向

け
る
言
葉
の
意
味
も
し
み
じ
み

と
実
感
し
た
。

墓
地
に
並
ぶ
墓
石
は
、
ま
る

で
ベ
ッ
ド
の
よ
う
に
も
見
え

ー
ジ
を
頭
に
浮
か
べ
る
こ
と

は
、
そ
う
難
し
い
ζ
と
で
は
な

い
。
墓
石
に
は
、
故
人
が
享
年

伺
歳
で
あ
っ
た
か
が
一
同
で
分

る
よ
う
に
刻
ま
れ
て
い
る
。
時

に
は
小
さ
な
写
真
も
は
め
、
会
ま

れ
て
い
る
。

墓
地
を
歩
き
な
が
ら
、
ふ
と

と
、
暗
く
て
冷
た
い
土
の
中

に
、
我
子
を
寝
か
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
親
の
働
突
が
聞

こ
え
て
く
る
よ
う
で
、
涙
が
溢

れ
て
く
る
。

墓
地
は
永
眠
の
場
所
で
あ

る
。
従
っ
て
、
そ
の
眠
り
が
妨

げ
ら
れ
る
行
為
ほ
ど
故
人
に
と

イ
ワ

・
モ
ン
タ
ン
の
亡
骸
の
発

掘
で
あ
る
。

モ
ン
タ
ン
を
父
親
と
信
じ
る

母
娘
は
、
八
年
前
か
ら
認
知
を

要
求
し
て
い
た
が
、
モ
ン
タ
ン

は
生
前
、
血
液
鑑
定
す
ら
拒

が
、
モ
ン
タ
ン
に
よ
く
似
た
こ

の
女
性
が
彼
の
娘
で
あ
る
こ
と

が
分
っ
た
と
こ
ろ
で
、
誰
も
驚

き
は
し
な
い
だ
ろ
う
。
問
題

は
、
父
親
を
知
り
た
い
と
い
う

生
き
て
い
る
者
の
意
志
が
、
永

「
政
治
腐
敗
防
止
法
」

国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム

に
提
言

実
効
性
の
あ
る
法
律
求
め
る

開
会
中
の
第
一
四
二
国
会
に
「
政
治

腐
敗
防
止
」
に
関
す
る
法
案
が
提
出
さ

れ
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
動
き
に
対

し
、
市
民
団
体
(
市
民
政
治
フ
ォ
ー
ラ

ム
、
日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
、
ス
ト
ッ

プ
・
ザ
・
汚
職
議
員
の
会
)
と
、
佐
高

信
(
評
論
家
)
、
園
弘
正
雄
(
前
参
議
)

さ
ん
が
、
四
月
二
十
二
日
、
衆
議
院
議

員
会
館
で
共
同
会
見
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
で
緊
急
提
言
を
行
っ
た
。

法
案
は
民
主
党
な
ど
が
提
出
し
た

「
公
務
員
倫
理
法
」
(
与
党
ご
党
も
大
綱

を
合
意
、
提
出
予
定
)
と
、
与
党
三
党

が
提
出
を
予
定
し
て
い
る
、
国
会
議
員

の
あ
っ
せ
ん
利
得
行
為
を
禁
止
す
る

「
国
会
議
員
の
政
治
倫
理
確
立
法
」
。合

意
に
向
け
論
議
さ
れ
る
中
で
、
自
民
党

が
「
政
治
資
金
規
正
法
に
基
づ
き
、
適

正
処
理
し
て
い
る
政
治
献
金
は
法
の
適

用
外
と
す
る
」
乙
と
を
主
張
、
社
民
、

さ
き
が
け
と
不
和
を
生
じ
て
い
る
と
と

か
ら
、
マ
ス
コ
ミ
が
取
り
上
げ
、
問
題

が
浮
上
し
た
。

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
・
紀
平
様
子

さ
ん
は
「
政
治
の
浄
化
を
訴
え
、
五
十

年
間
活
動
し
て
き
た
私
達
と
し
て
は
、

原
則
を
キ
チ
ッ
と
踏
ま
え
た
『
政
治
腐

敗
防
止
法
』
の
制
定
を
願
っ
て
い
る
」

と
会
の
ス
タ
ン
ス
歩
明
確
に
し
、
一
十

一
、
二
日
に
行
わ
れ
た
総
会
で
、
政
治

資
金
規
正
法
の
改
正
、
政
党
助
成
浩
の

廃
止
、
公
職
選
挙
法
の
改
正
等
に
取
り

組
む
決
議
を
し
た
と
報
告
。
そ
の
上
で

「
今
日
、
さ
き
が
け
の
堂
本
さ
ん
に
決

議
を
報
告
し
た
折
、

H

法
律
が
全
く
な

い
の
が
良
い
の
か
、
そ
れ
と
も
あ
っ
た

方
が
良
い
の
か
“
と
、
逆
に
政
策
を
聞

か
れ
た
。
自
民
党
案
で
は
、
政
治
資
金

が
ま
す
ま
す
ワ
イ
ロ
性
の
高
い
も
の
に

な
る
。
こ
ん
な
骨
抜
き
法
で
は
H

作
ら

な
い
方
が
良
い
“
と
話
し
た
」
と
言
う
。

十
五
団
体
で
作
る
「
ス
ト
ッ
プ

・
ザ

・
汚
職
議
員
の
会
」
の
メ
ン
バ
ー
、
草

の
実
会

・
安
増
武
子
さ
ん
と
、
婦
人
民

主
ク
ラ
ブ

・
山
口
泰
子
さ
ん
は
、
「
政

財
官
ゆ
着
の
構
造
汚
職
を
断
ち
切
る
た

め
に
、
政
治
献
金
の
全
面
ス
ト
ッ
プ
を

目
指
す
」
こ
と
を
強
調
、
「
政
治
家
に

自
浄
能
力
が
あ
る
の
か
台
か
、
参
院
選

ヂ
前
に
と
こ
が
正
念
場
と
注
目
し
て
い

る
」
(
安
増
さ
ん

)ι
述
べ
た
。

佐
高
さ
ん
は
「
市
民
は
悪
へ
の
想
像

力
が
貧
困
で
あ
る
。
ゴ
キ
ブ
リ
並
み
の

政
治
家
に
市
民
レ
ベ
ル
の
常
識
を
求
め

て
も
仕
方
が
な
い
」
と
皮
肉
た
っ
ぷ

り
。
「
た
だ
今
回
自
民
党
は
様
々
な
本

青
を
出
し
た
。
乙
れ
を
市
民
の
得
点
と

し
そ
の
ま
ま
投
げ
返
す
し
か
な
い
」
と
。

園
弘
さ
ん
も
「
弱
い
立
場
の
人
を
助

市
民
政
治
フ
ォ
!
ラ
ム
や

日
本
婦
人
有
権
者
同
盟
ら
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圏
被
災
者
生
活
再
建
支
援
法

今
国
会
中
成
立

六
会
派
共
同
提
笑
で
参
院
提

出
可
決
。
衆
院
に
送
ら
れ
、
今

国
会
で
成
立
の
貝
込
み
。
自
然

災
害
被
災
者
に
家
屋
全
媛
で
最

高
百
万
円
と
僅
か
だ
が
行
政
の

支
援
の
道
を
開
く
。
阪
神
大
震

災
被
災
者
に
は
適
用
さ
れ
な
い

が
付
帯
決
議
で
救
済
の
方
向
を

示
す
。園
出
下
さ
ん
に
G
環
境
賞

世
界
の
草
の
棋
の
環
境
活
動

家
に
贈
ら
れ
る
ゴ
ー
ル
ド
マ
ン

環
境
賞
が
「
日
本
湿
地
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」
代
表
の
山
下
弘
文
さ

ん
に
。
諌
早
湾
干
妬
へ
の
世
界

の
関
心
の
高
さ
を
示
す
も
の
。

圃
横
浜
教
和
.
訴
訟
、
一
部

違
法
と
高
校
現
代
社
会
教
科
書

を
め
ぐ
り
固
に
検
定
の
違
法
を

訴
え
て
い
る
「
横
浜
教
科
書
」

訴
訟
で
横
浜
地
裁
は
二
十
二

日
、
一
部
に
裁
量
権
の
逸
脱
が

あ
っ
た
と
違
法
を
認
め
た
。

園
高
濃
度
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
検

出
大
阪
府
能
勢
町
の
と
み
焼
却

施
設
「
隻
能
郡
美
化
セ
ン
タ

ー
」
で
過
去
に
例
の
な
い
高
濃

度
の
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
(
一
日
ラ
当

り
二
万
三
千
ピ
コ
グ
ラ
ム
)
が
検

出。



母
親
大
会
、

3
・
8
女
性
デ
l

川

川

女

性

と

健

康

北

九

州

ネ

ッ

ト

に

立

ち

話

を

一

聞

く

ζ
と
を
第
一

等
大
き
な
大
会
に
は
必
ず
出
て

川

川

ワ
l
ク
で
は
、
女

性

へ

の

暴

力

に

考

え

て

い

ま

す

。

プ

ラ

イ

パ

し
っ
か
り
あ
い
さ
つ
。
こ
の
白

川

川

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

と

子

ど

も

の

た

シ

ー

を

守

り

、

必

要

で

あ

れ

ば

に

あ

わ

せ

て

、

初

め

て

の

自

伝

川

ひ

ろ

げ

る

た

め

、

「

タ

イ

の

象

リ

l
ン
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ブ
ラ
ウ
ン
の
三
色
。

川
め
の

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

を

開

設

し

専

門

機

関

や

自

助

グ

ル

ー

プ

な

「二
O
世
紀
を
ま
る
と
と
生
き

川

と
森
を
守
ろ
う
が
ん
ば
れ
/

サ
イ
ズ
は
S
と
M
で
、
タ
イ
の

川
て

い

ま

す

。

気

軽

に

電

話

を

し

ど

の

情

報

を

提

供

、

紹

介

し

ま

て

」

(

日

本

評

論

社

)

も

出

版

し

川

象

さ

ん

展

」

を

聞

く

こ

と

に

な

ア

ー

テ

ィ

ス
ト
の
イ
ラ
ス
ト
が

川
て

下

さ

い

。

す

。

日
本
婦
人
団
体
連
合
会
の
た
。

川

っ
た
。
五
月
十
一
日

(
月
)
か
プ
リ
ン
ト
さ
れ
て
い
て
一
枚
二
川
「
女
性
へ
の
暴
力
ホ
ッ

ト

ラ

子

ど

も

の

ホ

ッ

ト

ラ

イ

ン

も

…

岐

を

創

立

四

十

五

周

年

と

、

櫛

田

山

口

み

つ

子

(

国

際

婦

人

九

ら

十

八

日

(

月

三

主

主

フ

千

八

百

円

。
原
画
は
さ
ま
ざ
ま
川
イ
ン
」
は
、
毎
週
月
曜
日
の
午

同

様

で

す

。

費

用

は

無

料

で

川
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簿

ふ
さ
会
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の
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芝
生
祝
恒
三
回
連
絡
会
)
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野
悦
子
(
岩
波
ホ

川

リ
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針
谷
川
銀
座
6
丁
目
回

ω
だ
が
、
小
さ
い
も
の
は
二
、
三
川
後
六
時
i
九

時

ま

で

。

す

。

…

沼

僚

が

四

日

、

東

京

新

宿

区

の

日

l
ル
)
、
青
木
生
子
(
日
本
女
子

川

・

3
5
7
1
・
2
2
2
9
日
出
万
円
く
ら
い
の
も
の
も
あ
る
。
川
「
子
ど
も
の
で
ト
ラ
イ
ン

こ
の
語
は
無
償
ボ
ラ
ン
テ

川

劉

ヲ

本

青

年

館

で

聞

か

れ

た

。

大

前

学

長

)

、

山

田

洋

次

(

映

画

川

開
催
さ
れ
、
タ
イ
の
人
気
ア
l

期
間
中
十
五
、
十
六
、
十
七
川

1
嫌

な

触

ら

れ

方

を

さ

れ

た

時

ィ

ア

で

行

っ
て
い
ま
す
が
、
運

…

官

逮

間

関

山

詰

時

三

長

野

山

官

庁

戸

川

崎

説

明

島

民

社

目

当

日

記

弓

月

曜

日

持

者

吾

川

官

官

も

映

写

さ

れ

た

が

、

何

と

い

歌

。

川

れ
、
原
画
と
T
シ
ャ

Y
が
即
売
る
。

川

電
話
(
両
方
と
も
)
は
、

o

ζ

の
活
動
産
げ
、
育
て
る

l
 

a
m

っ
て
も
ζ
の
自
の
主
役
は
、
櫛
田
さ
ん
は
「
婦
人
運
動
半

川

さ

れ

る

。

な

お

、

収

益

は

「

ア

ジ

ア

象

川
9
3
・
5
4
1
・
5
8
1
3
。

た

め

の

資

金

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

の

櫛

九

十

九

歳

現

役

会
長
崎
棚
田
ふ
世
紀
。
為
す
べ
き
こ
と
は
為

川

T
シ
ャ

Y
は
無
漂
白
、
無
染
の
友
」
の
運
営
す
る
象
病
院
へ
山
女
性
と
健
康
北
九
州
ネ
ッ

ト

と

協

力

も

お

願

い

致

し

ま

す

。

き
さ
ん
。
平
塚
ら
い
て
う
(
初
し
、

言
う
べ
き
こ
と
は
言
っ
た
川

色
コ
ッ
ト
ン
で
作
ら
れ
て
お
贈
ら
れ
る
。

川
ヲ
1
ク

は

、

九

五

年

四

月

に

女

年

会

費

H
一
口
三
千
円
。
郵

代
)
、
藤
間
身
加
栄
(
二
代
)
が
、
ま
だ
死
に
た
い
と
思
わ
な

川

り
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
の
発
生
を
主
催

・
問
い
合
わ
せ
:・
A
V
川
性
の
生
き
方
や
性
の
問
題
を
考
の
大
き
な
障
害
に
な
る
と
考
え
使
振
替
・
・
0
1
5
3
0
・
0
・

卸-
、

さ

ん

の

あ

と

を

つ

ぎ

会
長
と

い

。
私
は
人
生
に
恋
し
て
い
る

川

防
ぎ
、
水
や
電
力
を
節
約
し
て

N

回

ω
・
3
2
8
8
・
9
6
川
え
る
民
間
女
性
の
草
の
根
活
動

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
た
ち

1
6
4
5
8
女
性
と
健
康
北

川

湾

K
E
F

な
っ
て
四
十
年
。
い
ま
だ
に
か
ら
」
と
元
気
に
語
っ
た
。

川

い
る
。
生
地
は
ホ
ワ
イ
ト
、
グ

3
1

川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
し
て
出
来
ま
は
被
害
に
あ
っ
た
女
性
の
立
場
九
州
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
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フ
ル

・
モ
ン
テ
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と
は
n
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も
て
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夢
h
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込
ん
で
い
た
。

川

ゑ
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か
ら
問
題
提
起
、
行
動
し
を
し
て

川

川

一
九
八
O
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、
長
野
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富
山
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に
判
決
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ど
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考

ム

靖

子
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す
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札

岡
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に
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シ
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い
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画
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ス
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部
の
鉄
分
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に
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い
て
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っ
き
と
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グ
多
多
努
て
い
る
日
本
在
住
の
女
性
(
個
し
、
強
制
売
買
替
の
犠
牲
に
な
れ
る
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川

「
エ
コ
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
団
、
圏

実

学

高

等

研

究

所

、
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で

き

る

。

ま

た

、
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れ
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妻
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ん

が
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に
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ん
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、
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分
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ま
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恥

鋼
の
街
。
だ
が
今
は
工
場
は
聞

第 1194雪;

櫛
回
会
長
の
白
寿
祝
う

支
援
の
輪
広
げ
る
た
め
に
「
ア
ジ
ア
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
J

F

・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
開
催
、

し
た
。
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、
女
性
へ

の
暴
力
が
、
そ
の
人
の
生
き
方

Tシャツと原画の即売

タイの象と森を守ろう

ア
ジ
ア

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

・

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
A
V
N
)
で

は
、
急
速
に
減
っ
て
い
る
タ
イ

象
の
保
護
、
そ
の
生
息
地

・
森

林
の
保
護
活
動
の
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
が
、
支
援
の
輪
を
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婦
団
連
四
十
五
周
年
記
念
会

と元気に語る「人生に恋をしているJ
櫛田さん

(第3種郵便物認可)~ 二a.一・・圃-

ナロン・ホムトンさんのイラストから

過
労
死
の
手
記
を
読
ん
で

桂
木

み
ど
り

代
、
一
二
十
代
と
い
う
若
い
人

た
ち
に
も
見
ら
れ
る
乙
と
か

ら
、
そ
の
働
き
方
が
い
か
に

異
常
で
苛
酷
で
あ
る
か
推
察

で
会

τ也、っ。

職
業
は
技
師
、
教
師
、
熟

性
心
疾
患
、
く
も
膜
下
出

血
、
脳
内
出
血
、
急
性
心
不

全
に
加
え
て
自
殺
も
多
い
。

し
か
し
、
こ
の
過
労
死
で
亡

く
な
っ
た
人
た
ち
は
、
氷
山

の
一
角
で
あ
ろ
う
と
い
う
こ

ら
え
な
か
っ
た
り
、
弁
護
士

に
相
談
で
き
な
か
っ
た
り
し

て
、
泣
き
寝
入
り
す
る
人
た

ち
が
多
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
か
ら
だ
。

こ
の
手
記
の
中
で
「
労
災

Lち


